
　　　　科　目科　目 今期予算額 前期予算額 増減 備　　考
Ⅰ　医業収入 1,223,111 1,248,436 △ 25,325

1　保険診療収入 1,046,460 1,092,216 △ 45,756
ア 一般入院収入 378,214 363,905 14,309 日当点　3,454　１日/人　30.0

イ 療養保険収入 316,820 344,560 △ 27,740 日当点　1,472　１日/人　59.0

ウ 外来収入 351,426 383,751 △ 32,325 日当点 　 973　１日/人 121.6

2　室料差額収入 7,665 6,570 1,095
3　保健予防活動 41,956 41,456 500 検診 予防接種他

4　助成金収益 77,822 56,946 20,876 特別交付税5,000万円、コロナ関係他2,780万円

5　その他の医業収益 47,310 49,463 △ 2,153 介護日常生活費、文書料他

6　産業医 5,037 5,062 △ 25 5施設

7　保険等査定 3,139 3,277 △ 138 保険診療の 0.3% で算定

Ⅱ　医業費用 1,230,238 1,252,805 △ 22,567
1　 給与費 812,638 806,485 6,153 医業収入の 66.4%

常勤職員給与・賞与 594,189 599,761 △ 5,572
非常勤職員給与・賞与出向費 113,818 113,333 485
賞与引当金繰入 0 0 0
退職金 25,450 3,100 22,350 定年6名

報酬 0 0 0
退職給与引当金繰入 0 5,797 △ 5,797
法定福利費 79,181 84,494 △ 5,313
退職給与引当金戻入 0 0 0
退職掛金 0 0 0

2 　材料費 142,000 151,400 △ 9,400 保険診療収入の 13.6%

期首商品棚卸髙 0
医薬品 89,400 99,300 △ 9,900 保険診療収入の 8.5%

診療材料費 49,400 46,900 2,500 保険診療収入の 4.7%

医療消耗器具備品費 3,200 5,200 △ 2,000 内　電動ベット10台　200万

期末商品棚卸髙 0
3 　委託費 96,000 90,400 5,600

検査委託費 8,000 8,000 0
給食委託費 41,000 41,000 0 材料費込の完全委託方式

寝具委託費 5,000 3,400 1,600 寝具99人分+透析感染対応増加

保守委託費 13,000 12,500 500 医療機器他保守料他（内電子カルテ保守520万）

その他委託費 29,000 25,500 3,500 清掃820万,産廃230万,洗濯600万,医廃720万,他530万

4　 諸経費 130,800 148,120 △ 17,320
5　研究研修費 2,700 3,700 △ 1,000

図書費 700 700 0
研修費 2,000 3,000 △ 1,000 eラーニング増加

6　減価償却費 46,100 52,700 △ 6,600
医業利益 △ 7,127 △ 4,369 △ 2,758

（経常損益計算）
Ⅲ　医業外収益 9,689 9,064 625

1　受取利息 20 20 0
2　患者外給食収益 300 300 0
3　売店他手数料 600 600 0 ワタキュー売店

4　その他医業外収益 8,769 8,144 625 宿舎家賃収益、保育料他

Ⅳ　医業外費用 675 693 △ 18
1　支払利息 425 443 △ 18
2　看護学校負担金他 250 250 0

経常利益 1,887 4,002 △ 2,115
Ⅴ特別利益 0 0 0

1　固定資産売却益額 0 0 0
2　修繕引当金戻入 0 0 0

Ⅵ特別損失 0 0 0
1　固定資産除却額 0 0 0
2 一般会計繰入金 0 0 0
3 建設積立金 0 0 0
4 雑損失 0 0 0
当期利益 1,887 4,002 △ 2,115

第６8期特別会計損益予算書　　 　公益社団法人有隣厚生会富士小山病院

令和３年４月1日から　令和４年３月３１日まで　　　　　　　　　       　  (単位：千円）
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諸経費内訳
公益社団法人有隣厚生会　富士小山病院

今期予算額 前期予算額 増 減 備　　　考

福利厚生
1,400 2,700 △ 1,300

職員夜食等30万、慶弔20万、他30万　奨学金免除60
万

旅費交通費
1,500 1,500 0

非常勤医師他旅費150万

職員被服費
500 300 200

ユニフォーム50万

通信費
2,000 2,000 0

郵便、電話、振込料

消耗品費
17,000 14,500 2,500

用紙印刷代60万、事務用400万、日用消耗品300万、
紙オムツ代500万、洗濯ﾈｯﾄ70万、介護ﾘｸﾚｰｼｮﾝ20
万、その他感染350万

消耗器具備品費
2,300 2,000 300

各種小額機器230万

車両費
2,900 2,900 0

ガソリン20万/月.点検整備50万

光熱水費
17,640 17,640 0

Ａ重油25万、電気100万、上水道7万,ガス15万／月

修繕費
20,000 32,500 △ 12,500

空部屋改修1000万、療院補修500万、その他500万

賃借料
25,200 29,700 △ 4,500

在宅酸素機器700万、地代家賃1200万,検査機器100
万,リース520万　（内新規ﾅｰｽｺｰﾙ電話設備他300万）

保険料
2,000 2,000 0

医師賠償保険113万、車輌30万、火災30万、労災保
険20万、他7万

交際費
1,200 1,200 0

中元、歳暮、その他

諸会費
1,700 1,700 0

医師会費、病院協会費等

租税公課
34,450 36,470 △ 2,020

固定資産税520万　自動車税15万　車検他10万　未
払消費税500万　　　控除対象外消費税2400万

広告宣伝費
600 600 0

案内看板、広告60万

寄付金
10 10 0

共同募金他

雑費
400 400 0

ﾏｯﾄ15万、他25万

　
0

合計 130,800 148,120 △ 17,320

令和２年４月1日から　令和３年３月３１日まで   　  (単位：千円）
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